
特
定
外
来
生
物

ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
に

注
意

体調2cmぐらい
全体的に黒っぽい
体調2cmぐらい
全体的に黒っぽい

脚先が黄色

腹部がオレンジ色

　
現
在
、
市
で
は
、
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、
市
民
と
行
政
の
共
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
方
針
を
定
め
た
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
構
想ver

.２
」（
計
画
期
間
　
平
成

29
年
度
〜
令
和
５
年
度
）
に
基
づ
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
中
間
評
価
を
行
う
に
あ

た
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
頃
、
地

域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に

対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
や
意
見
を
聞

く
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く

り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
７
月
上
旬
に
、
市
内
在
住
の
満
16
歳
以

上
の
人
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
１
５
０

０
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
送
り
ま
し
た

の
で
、
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
回
答
期
限
　
７
月
17
日
（
祝
・
月
）

●
問
い
合
わ
せ
先

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
共
働
推
進

担
当
　
　
　
☎（
５
８
０
）１
８
３
６

ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ

　
木
や
ビ
ル
の
高
い
位
置
に
在
来
の
ス
ズ

メ
バ
チ
よ
り
大
き
な
巣
を
つ
く
り
ま
す
。

在
来
種
以
上
の
人
へ
の
影
響
は
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
発
見
し
た
ら
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
九
州
各
地
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
（
福

岡
県
内
で
は
、
北
九
州
市
・
福
岡
市
・
久

山
町
）。
駆
除
は
、
害
虫
駆
除
業
者
な
ど

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
と
問
い
合
わ
せ
先

循
環
型
社
会
推
進
課
生
活
環
境
・
最

終
処
分
場
担
当☎（

５
８
０
）１
８
８
７

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

す
。
よ
く
見
る
と
、
配
管
は
断
熱
用
の
タ
ー

ル
で
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
住
宅
地
区
の
地
下
の
姿
は
こ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン

フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
２
基
の
鳥
居
型
電

柱
の
う
ち
１
基
は
、
開
発
に
伴
い
解
体
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
住
宅
地
区
の
面
影
は
年
々
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
地
下
に
は
当
時
の
思

い
出
が
ひ
っ
そ

り
と
眠
っ
て
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

心
の
ふ
る
さ
と
館
文
化
財
担
当

☎（
５
５
８
）２
２
０
６

〈
板
付
基
地
を
掘
る
〉

　
今
回
は
地
下
に
眠
る
板
付
基
地
春
日
原
住

宅
地
区
の
痕
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
の
夏
、
J
R
大
野
城
駅
西
口
の

目
の
前
で
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

場
所
は
、
春
日
原
住
宅
地
区
の
一
角
に
当
た

り
、
当
時
使
わ
れ
て
い
た
木
製
の
鳥
居
型
電

柱
が
２
基
、
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
調
査
を
進
め
る
と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

配
管
や
５
ｍ
も
の
金
属
製
タ
ン
ク
な
ど
、
住

宅
地
区
に
関
連
す
る
も
の
が
次
々
と
顔
を
出

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
役
割
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
当
時
の
建
物
配
置
図
と
照
ら
し
合

わ
せ
て
み
る
こ
と
に
。
す
る
と
タ
ン
ク
が
見

つ
か
っ
た
場
所
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と

書
か
れ
た
建
物
に
ぴ
た
り
と
一
致
し
ま
し

た
。
配
管
は
当
時
の
道
路
の
下
に
埋
め
ら
れ

て
お
り
、
雨
水
や
下
水
を
流
す
た
め
の
も
の

と
み
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
家
族
用
住
宅
が
立
ち
並
ん
で
い
た

場
所
で
は
、
細
長
い
配
管
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

と
呼
ば
れ
る
暖
房
シ
ス
テ
ム
に
使
わ
れ
た
配

管
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
、
ボ
イ
ラ
ー
で
発
生
さ
せ
た
蒸

気
が
各
部
屋
の
配
管
を
め
ぐ
る
こ
と
で
暖
を

と
る
、
欧
米
の
一
般
的
な
暖
房
ス
タ
イ
ル
で

か
つ
て
、大
野
の
町
に
ア
メ
リ
カ
が
あ
っ
た

歴
史
の
と
び
ら
１66

あ
け
て
み
よ
う
！ 

鳥居型電柱 金属製タンク
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●対象者　次に当てはまる65歳以上の市民
◇ウォーキング程度の運動が可能
◇ケア・トランポリンの昇降の介助が不要
◇めまいがおこる疾患（メニエール病など）がない
◇手足のしびれ、歩行障害がおこる疾患（脊柱
管狭窄症など）がない
◇参加者アンケート、体力測定、医療費分析
に協力できる

●期日と会場
◇すこやか交流プラザ
８月23日㈬～12月27日㈬の毎週水曜日（全
18回）
◇中央コミュニティセンター
８月31日㈭～令和６年２月１日㈭の毎週木
曜日（全18回）

　ケア・トランポリンは、転倒予防の手すりが付いた高齢者にやさしいリハビリ器具です。音楽に合わせ
て飛んだり足踏みしたりすることで、効果的に下肢筋力を鍛えられます。足腰に軽い痛みや不安のある人
も、楽に運動ができます。

●時間　午後１時半～３時半
●定員　20人（申込多数の場合は抽選）
●申込方法　◇はがき◇ＦＡＸ◇郵送◇持参（氏
名・住所・電話番号・希望の会場）

●申込期限　８月10日㈭（必着）
●申し込みと問い合わせ先
すこやか長寿課地域包括支援センタ―

☎（501）2306
（572）8432

ケア・トランポリン教室

　ＮＰＯ法人筑紫原爆被害者の会の協力で、原
爆についての写真や資料を展示します。
●期間　８月１日㈫～10日㈭（２日㈬除く）
●時間　午前９時～午後10時
※最終日は正午まで
●会場　まどかぴあギャラリーモール
※期間中はＮＰＯ法人筑紫原爆被害者の会の会
員が会場で質問に答えます。（午前10時～午
後４時）
●問い合わせ先　
福祉サービス課福祉政策担当

☎（580）1851
（573）8083

原爆資料展

　全ての市民が生命・身体・財産に危害を受け
ることなく、犯罪のない明るく住みよい地域社
会の実現を目指して、合同で大会を開きます。
●日時　７月26日㈬　午後２時～（受付　午後１時半～）
●会場　まどかぴあ　多目的ホール
●テーマ　地域防犯と更生保護
●内容　◇功労団体表彰
◇春日警察署員によるミュージカル
◇講演　更生保護制度について
　～広がり、つながる未来の輪～
講師　濵田康秀さん（福岡保護観察所次長）

※手話通訳あり
●問い合わせ先　
◇人権男女共同参画課 ☎（580）1840
◇生活安全課 ☎（580）1897

第73回「社会を明るくする運動」
大野城市民大会

第14回　大野城市安全安心
まちづくり推進大会

はま　だ　やす ひで
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